
この崩壊によって、姫川がせき止め
られ国鉄大糸線が３００ｍ埋没。

この崩壊対策として
昭和１５年に西親沢えん堤

が施工された。

当時の資料より、崩壊した土砂量
３００万ｍ３（ダンプ６０万台分相当）

西親沢と姫川の合流点付近で大崩落発生


